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行方市は鹿島アントラーズのホームタウンです

　
涼
秋
と
な
り
、
我
が
家
の
庭
で
は
モ
グ
ラ
の
活
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盛
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に
。朝
起
き
て
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を
取
り
に
行
く
と
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
沿
い
や
家
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沿
い
に
は
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グ
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芝
生
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東
日
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大
震
災
以
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に
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た

気
が
す
る
モ
グ
ラ
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不
法
侵
入
。
無
断
工
事
を
止

め
る
べ
く
、
そ
ろ
そ
ろ
効
果
的
な
対
策
を
考
え
よ

う
と
思
い
ま
す
。（
健
）

　
今
年
は
暑
い
日
が
長
く
続
き
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
秋
ら
し
い
風
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
風
に
乗
っ
て
ふ
わ
り
と
漂
っ
て
く
る

キ
ン
モ
ク
セ
イ
と
稲
刈
り
の
後
の
田
ん
ぼ
の
匂
い

で
、
子
ど
も
の
頃
の
運
動
会
と
秋
の
お
祭
り
を
思

い
出
し
ま
す
。
秋
は
短
い
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
お
い
し
い
食
べ
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん

の
大
好
き
な
季
節
で
す
。（
美
）

■鹿嶋市夜間小児救急診療所　☎0299-82-3817
　診療時間　夜間（毎日）20時～23時（受付：22時45分まで）
　対　　象　中学生以下
　場　　所　鹿嶋市宮中 1998-2　鹿嶋市教育センター内

■茨城県救急医療情報システム
※ 緊急で病院をお探しの場合は、こちらへお問い合わせください。
　電話案内（24 時間対応）　☎ 029-241-4199
　インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
　携帯サイト　　　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

医療機関案内

■茨城子ども救急電話相談　☎ 029-254-9900（短縮ダイヤル♯ 8000）
　平日（月曜～土曜）　　　18 時 30 分～翌朝８時
　休日（日曜・祝日・年末年始）　８時～翌朝８時

■中毒 110 番
　つくば（９時～ 21 時）　☎ 029-852-9999
　大阪（24 時間対応）　　�☎ 072-727-2499
　日本中毒情報センター　http://www.j-poison-ic.or.jp/

鹿島アントラーズが地域に果たす役割とは

2018 シーズンスローガン

デジタルブック「カタポケ」から、カラー
で「かわいい笑顔」が見られます。

　市内の小中学校教職員を対象にした「麻生地区小中学校合同研修会」が、８月３日
（金）、麻生東小学校において開催され、鹿島アントラーズの城祐万地域連携担当課長
が「鹿島アントラーズが地域に果たす役割について」をテーマに講演を行いました。
　フットボールドリーム（サッカーで夢を）をテーマに掲げるアントラーズにおいて、
試合に勝って地元を盛り上げることを大きな目的としながら、夢を持ち続けることの
大切さについて、サッカーを通じて伝えたいと、事例を交えながら分かりやすくお話
されました。
　また、講演では、Jリーグ発足前、あまり評価が高くなかったアントラーズが、地
元自治体と地元企業の一体となった活動が認められて、発足当初の参加球団の一つに
選ばれたこと。献身・誠実・尊重というジーコスピリットが、チームに脈々と受け継
がれていること。将来のある子どもたちへ、サッカーとスポーツの楽しさを伝える
育成システムがあること。今年１月に設立したアントラーズホームタウンDMOが、
スポーツツーリズムを核とした観光プラットフォームづくりを行っていることなど
が紹介されました。

今月のホームゲーム
【ＡＣＬ】
◇ 10月３日（水）19：00
　準決勝第１戦　水原三星
【Ｊ１リーグ】
◇ 10月７日（日）13：00
　第 29節　川崎フロンターレ
【ＹＢＣルヴァンカップ】
◇ 10月 10日（水）19：00
　準決勝第１戦
　横浜Ｆ・マリノス

かわいい笑顔あつまれ！
２人で仲良く
遊ぶよ♪
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　　　海
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翔くん
１歳　

研修会の様子 講演する城課長

鹿島アントラーズ
オフィシャルサイト

■茨城おとな救急電話相談　☎ 03-5367-2365（短縮ダイヤル♯ 7119）
　平日（月曜～土曜）　　　17 時 30 分～翌朝９時
　休日（日曜・祝日・年末年始）　９時～翌朝９時


